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≪ 事前申し込みの講座 ≫
詳細は、博物館ウェブサイトや催物案内をご覧ください。

●新しい“神奈川・共生展示室”を考えるための
　 ワークショップ（4）
　 ～学習に使いたい展示を考える～［博物館］
　 日時／7月25日（月） 13：30～16：00
　 対象／高校生～成人　15人
　 申込締切：7月12日（火）

●羽根の持ち主さがしに挑戦［博物館］

　 日時／7月30日（土） 10:00～12:00
　 対象／小学4年生～成人　 6組18人
　 　 　 　 ※小学生は保護者参加必須

　 申込締切：7月19日（火）

●あなたのパソコンで神奈川の地形を見る（教員向け）

　 ［博物館］

　 日時／8月9日（火） 10:00～15:00
　 対象／教員　12人
　 申込締切：7月5日（火）

●かながわの地形地質観察会（1）
　 箱根火山～「箱根名所図会」と共に～［箱根方面］
　 日時／9月11日（日） 10：00～15：00 ※荒天中止
　 対象／中学生～成人　15人
　 申込締切：8月30日（火）

●きのこの観察と同定［館周辺および博物館］

　 日時／9月17日（土） 10:00～15:30 ※荒天中止

　 対象／小学生〜成人　15人
　 　 　 　 ※小学生は保護者参加必須

　 申込締切：9月6日（火）

●かながわの地形地質観察会（2）
　 足柄の地層をみる～深い海から陸への環境を
　 記録した地層と化石～［山北町］
　 日時／9月23日（金・祝） 10：00～15：30 ※荒天中止
　 対象／中学生～成人　15人
　 申込締切：9月6日（火）

●野生動物の自動撮影入門［館周辺および博物館］

　 日時／10月1日（土） 13：30～16：00
　 　 　 　 10月9日（日） 　9：30～12：00
　 　 　 　 ※荒天中止、2日間の参加が条件です。

　 対象／小学3年生～成人　10人
　 　 　 　 ※小学生は保護者参加必須

　 申込締切：9月17日（土）

●川と用水路の生き物を調べよう［開成町］

　 日時／10月2日（日） 10：00～14：00 ※雨天中止

　 対象／小学生〜成人　20人
　 　　　　　※小学生は保護者参加必須

　 申込締切：9月17日（土）

●秋の里山の植物［横浜市］
　 日時／10月8日（土） 10：00～15：00 ※雨天中止
　 対象／小学生～成人　30人
　 　　　　　※小学生は保護者参加必須

　 申込締切：9月27日（火）

●かながわの地形地質観察会（3）
　 大磯丘陵を歩こう［大磯町］
　 日時／10月10日（月・祝） 10：00～15：00 ※荒天中止
　 対象／小学4年～6年生とその保護者　15人
　 　 　 　 ※保護者参加必須
　 申込締切：9月27日（火）
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特別展「みどころ沢山！かながわの大地」
2022年7月16日（土）～11月6日（日）　9：00～16：30（入館は16：00まで）

休館日： 9月5日（月）・12日（月）・13日（火）・20日（火）・26日（月）

　　　　　10月3日（月）・11日（火）・12日（水）・17日（月）・24日（月）・31日（月）・11月4日（金）

　本特別展では、神奈川県内を８エリアに分けて、

その多様で魅力的な地形・地質を紹介します。地形

や地質体を基に分けられた８エリアは、小仏、丹沢、

足柄、大磯、三浦、多摩、相模原、箱根の地域。それ

ぞれの地域の地層、岩石、化石の標本資料に加えて、

現場収録した学芸員の動画解説を用いて、魅力的

な「かながわの大地」を紹介していきます。

 ライブラリー通信 海獣学者、クジラを解剖する。 小
こばやし  みずほ

林 瑞穂 （司書）　

　 4月から、新たに哺乳類担当の学芸員として、西村

双葉さんが博物館の仲間に加わりました。西村さんは

哺乳類の中でも特にクジラに関する研究を行っています。

今後の展示や講座が楽しみですね。

　さて、日本は海に囲まれた国ですので、クジラやイルカ

などの海の哺乳類が浜辺に打ち上げられたというニュース

を目にすることも珍しくありません。彼らがどうして浜辺に

座
ざ し ょ う

礁したのか、彼らが座礁した後一体どうなるのか、そん

な疑問を持ったことはありませんか？

　クジラなどの海
かいじゅう

獣が浜辺に流れ着くことを「ストランディ

ング」と呼びます。日本ではなんと年間300件ほどの報告

があるそうです。『海獣学者、クジラを解剖する。』の著者

の田島木
ゆ う こ

綿子さんはその調査活動を20年以上も続けている海の哺乳類の研究者です。

　さて、ストランディングした海獣ですが、そのままでは刻一刻と腐敗が進んでしまい

ますので、何をするにしても時間との闘いです。とても貴重な研究資料ですから、ストラン

ディングの原因を調査したり、研究のための標本にしたりするべく、場合によっては地元

のみならず全国から研究者たちが駆けつけます。時にはクジラの骨格標本を作るため

に、骨を地中に埋めることもあるそうです。動物の骨をきれいにするためには、晒
せ い こ つ き

骨機と

いう機械で煮て骨に付いた肉や油脂を取り除くのですが、いかんせんクジラは骨も巨大

です。調査をした後で地中に埋めて、骨に付いた肉を微生物たちに分解してもらうの

です。

　著者はクジラ以外の海のいきものにも造
ぞうけい

詣が深く、例えばアザラシやジュゴンなど、

様々な種類の海獣たちとの出会いや、彼らの生態についても紹介されています。当館

の樽創学芸員もチラッと登場しますので、興味のある方は探してみてください。
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